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よって特徴づけられる。それらのうち，スフェリシティ，アプラナリティ，スラスト， くPT i n 2) , くPTOU t 2) を用
いて，重心系での平均エネルギーが58. 4GeV の e-'-e- 消滅反応におけるハドロン多重発生事象の研究を行った。解析
に用いた e+e- 消滅反応のデータは，文部省高エネルギ一物理研究所トリスタンのビーナス測定器を用いて集められ
たもので，積分ルミノシティにして62pb- 1 に相当する O 得られたイベントシェイプ変数の分布は，様々なモデルと比




ラメータ -A品の決定を行った。 Next-to-leading logari thmic 近似を用いたノマ一トンシャワーモデルによって予想
される微分ジェット比の分布と比較する事により， QCD スケールパラメーター AMS が求められ，
A可 =237 士 27 (統計誤差) =t 1~ (系統誤差) MeV 
となった。この値を用いて， 58 .4GeVにおける強い相互作用の結合定数 αs は
αs=O. 132::8: 88~ (統計誤差):::8:881 (系統誤差)
となり， zoの質量である91Gevに外挿した αs は







となる O この論文ではトリスタンビーナス測定器によって得られたデータ(-rs=58.4GeV，全ルミノシティ =62p
b- I ) から得られたジェット度数分布とシミュレーションプログラムの予想を比較し各種モデルの得失を議論し，パー
トンシャワ一手法による JETSET7.3 ， HERWIG5. 1, NLL-STRING について満足の得られるプログラムであること
を示した。特に QCD の基本定数 αs(μ) 決定に本質的に有利なモデル NLL-STRING の妥当性を証明し，このプロ
グラムを使用して， αs (μ=58.4GeV) =0.132ゴ: g g ~ (統計) :! 8: g g ~ (系統)と従来の値に比較し飛躍的に精度の
良い値を得た。
よってこの論文は博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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